
豊岡の歴史スポット解説

＆良い歩き方のための体操

4月24日(木)  ９:00～11:30

タイムスケジュール募集要項

令和7年

コース（裏面参照）：万日堂→石神社→千日堂石碑群→薬王寺→若宮八幡宮



万日堂
室町時代作といわれる市指定重要文化財の「みかえり阿弥陀像」は全国に
5体例しかない如来像。白井鳥酔の句碑「おもしろひ ゆめみるかほや
涅槃像」は安永4年（1775）の銘がある。

石神社
シャクジサマが通称。社宮司とも書く。道祖神、石宮もある。

千日堂石碑群
周辺旧家の共同墓地。境内に享保4年（1719）の岩松地蔵尊、同期の法華
千部供養塔、天保6年（1835）の如意輪観音像、元禄3年（1690）以降
の卵塔群がある。

薬王寺
天文9年（1540）開基の天台宗の寺。境内石幢は15世紀中頃、
他に文明13年（1481）銘の五輪塔などがある。

若宮八幡宮
豊岡の土地や家を守る総鎮守。永承6年（1051）源頼義、義家が
奥州遠征に行く途中、当地豊岡に立ち寄り、一つの社を創建したのが始まり
と伝えられている。社宝にわらび手横刀他がある。

出典：豊岡めぐり（豊岡地区地域づくり活動協議会）


